
 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅情報誌「わっこ」では、デイサービスの普段の様子や在宅福祉事業課の情報などお伝えしていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デイサービスにしわが 
 

ちょっと小腹が空く午後３時。甘～い香りが

悠々館建物内を包み込みます。 

これは、デイサービスセンターで実施した「手

作りおやつの日」の様子。ふっくらと焼き上がっ

た生地にあんこを挟んだどら焼の完成です。 

利用者様の中には、料理の得意な方や興味津々

な方もおり、一緒に参加。和気あいあいのクッキ

ングタイムとなりました。 

 「甘さちょうどいい」「良い焼ぎあんべだ！！」

と評判も上々で、調理に参加した利用者様も「い

がった～」と嬉しそう。出来合いとは一味違う味

わいと、いつも以上に会話が弾んだ午後のティー

タイムとなりました。 

西和賀町社会福祉協議会 
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みんなに「おいし

い」って食べてもら

えて嬉しかった。 

やっぱり出来立て

は美味しい。また

やってほしい。 

～利用者様の声～ 

http://nishi-shakyo.net/
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ホームヘルプにしわが 

 「ピュイン！！ピュイン！！」と大きな警

報が鳴り響きます。職員は避難、放送、通報

など手分けし、迅速に利用者様の安全確保に

努めます。 

 これは、定期的に実施している火災時の避

難訓練の様子。歩行が不安定な方、車いすの

方、警報音にびっくりしてしまう方など、臨

機応変な対応が求められます。 

世界的に異常気象による自然災害が多発

しています。西和賀町もいつ起こるかわかり

ません。今回は「安全かつスムーズに避難で

きていた」と、西和賀消防署の方から高評価

をいただきましたが、実際の火災や災害時は

どうでしょう・・・。今後も様々な想定をし、

訓練を重ねていきたいと思います。 

 

ホームヘルプにしわがは、利用者様のご自宅へ訪問し介護サービスを提供する事業所です。

７月、８月を通して感じたこと。。。。それは高温の室内で過ごしている方が多いという事。窓

を閉め切っていたり、エアコンを設置していても「寒いから。。。」と使用していないご家庭も

少なくありません。訪問時はできる限り声がけ、対策をしていますが、熱中症にならないた

めにも、もう一度ポイントを確認しましょう！！ 

〇「気温や湿度を」計って知ろう 

高齢者の方は体温の調節機能が落ちてくるため暑さを自覚しにくく、熱を逃がす体の反応や暑さ対策が遅

れがちです。気温・湿度計、熱中症計などを活用し、今いる環境の危険度を客観的に知りましょう。 

〇「室内を」涼しくしよう 

日差しのない室内でも、高温多湿・無風の環境は熱中症の危険が高まります。窓を開けるだけでなく、冷房

や除湿機・扇風機などを適度に利用し、涼しく風通しの良い環境で過ごしましょう。 

〇「水分を」計画的にとろう 

高齢者の方は脱水状態になりやすく、さらに脱水を察知しにくいため、水分補給が遅れがちです。のどが

渇く前に、定期的な水分補給をしましょう。キュウリやナスなど、水分を多く含む食材を、食事に取り入れるのも

よいですね。 

「西和賀町はお盆過ぎれば涼しくなる」は過去の話！！昨年９月は３０度超えの日が何度もありま

した。油断せず熱中症対策をしましょう！！ 
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